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フードネオフォビア（FN）スコア

－フードネオフォビアに基づく消費者セグメンテーション－

成果の特徴
・既存のフードネオフォビア尺度を翻訳し妥当性を検証することで新規（新奇）食品
に対する回避的な態度を数値化する日本語版尺度を開発しました。

成果の内容
・日本語版フードネオフォビア尺度（J-FNS-A）から算出するフードネオフォビア
（FN）スコアは、代替たんぱく質食品の摂食意欲と関連する（rs = – .42 〜 – .33）。

想定される用途・連携希望先
本成果は、新しい食品（商品）に対する消費者パネルの選定に活用することができます。
新規食品の開発・販売を目指すメーカーや公設試などの機関との連携を希望します。

見慣れない食品に対して保守的な消費者の抽出
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全くそうは思わない = 1 〜 非常にそう思う = 7で回答を求め、平均点×10でFNスコアを算出する．

消費者のフードネオフォビア特性は、代替たんぱく質をパティに使うハンバーガーの喫食意欲を抑制する．

(1079 人)

馴染みのない代替たんぱく質食品ほど、FNの影響は大きく受ける．
日本人のFNスコアの平均値は41.51点．

＊末尾のRは逆転項目を示しており、8 – “回答値”に換算する．
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